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（※1）フレキシブル：使う人に合わせて使い方を変えられる考え方。 
（※2）平土間：段差や客席などが平らなスペースのこと。 
（※3）ユニバーサルデザイン：年齢や障がいの有無に関係なく、様々な方が使いやすい用にする考え方。 
（※4）インクルーシブデザイン：様々な立場の人が意見を取り入れながら、一緒に考えて作っていく考え方。 
（※5）ホールの排煙機能を3階レベルに設ける必要があり、3階建としている。
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〇駐車スペース
施設利用者と公園利用者の双方の動線に配慮
した位置に配置し、目的に応じた柔軟な運用
が可能な計画としました。

〇遊歩道
敷地内に緩やかな勾配の約 400mの周回型ラ
ンニングコースを整備し、日常的な運動や散
歩を楽しめる環境を創出するとともに、建物
2階外周部へと連続する屋外空間を計画しま
した。

〇目隠しフェンス
敷地西側の隣地境界には目隠しフェンスを設
置し、近隣住民のプライバシーに配慮した計
画としました。

〇自転車駐輪場
メインエントランス側と図書室側の 2
か所に分散配置し、利用目的に応じ
て使い分けが可能な計画としました。

〇広場
芝生広場として整備し、イベントや災害時な
ど多目的に利用できる空間とするとともに、
ホワイエからの開放感とシンメトリックな眺
望を創出する空間を目指しました。

〇身障者用駐車場
5台確保し、雨に濡れずに施設に
アクセスできる計画としました。

〇駐車台数
駐車台数合計：250 台

〇道路幅員
敷地の南面・北面・東面に接する道路は周辺の既存道路の幅員に合わ
せて拡幅し、敷地周辺の交通の円滑化に配慮した道路計画としました。

車寄せ

遊具広場

読書テラス

広場

〇緊急車両動線
ブリッジの梁下高さを十分に確保し、緊急時や災害時における車両の乗り入
れを可能とすることで、防災拠点としての機能強化に寄与する計画としまし
た。日常は、歩行者や自転車利用者のアプローチとしても利用できます。

〇車寄せ
タクシー、送迎車に加え、バスの乗降にも対
応できる車寄せを計画し、雨天時でも濡れず
に乗降できる動線を確保しました。

※遊具スペースと読書テラスは現時点のイメージです。
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〇楽屋
多目的ホールの利用に対応した控室として 2
室を配置しました。可動間仕切りを設けるこ
とで、出演者数や運営形態に応じた一体利用
が可能な構成としています。楽屋として使用
しない場合には、会議室としても利用可能な
計画としました。

〇相談室 (1)/ 相談室 (2)
生活、子育て、福祉など、日常生活に関わる幅広い
相談に対応できるよう、プライバシーへの配慮や、
腰窓の設置など、内容や利用目的に応じて使い分け
ができる相談室を 2室計画しました。

〇ホワイエ (1)
多目的ホールとエントランスをつなぐ共有空間とし
て計画しました。待合や休憩、回遊の場としての利
用に加え、展示スペースを併設し、土器などの文化
財や地域の文化活動による作品展示にも活用できる
空間としました。

〇図書室 /飲食スペース
一般書架 6,930 冊、児童書架 7,206 冊が収容可能な
計画とし、児童開架スペースには、親子での読み聞
かせ利用も想定した親子読書スペースを設けまし
た。また、窓際の閲覧席に加え、ソファー席やコワー
キングスペース、外部の読書テラスなど多様な読書
環境を配置し、利用者が自分に合った読書の場を選
べる計画としました。

〇エントランスホール
ソファーやロビーチェアを配置し、飲食も可能な滞
在型スペースとして整備しました。施設利用や待合、
休憩など多様な目的で来館した利用者が集い、交流
と賑わいを生み出す空間を目指しました。

〇シェアキッチン
料理教室や食育イベントなど、20 名程度での調理・交流利用を想
定した諸室として計画しました。平常時の活動に加え、災害時に
は炊き出しの拠点としても利用可能な計画としています。

〇スタジオ
生涯学習講座や体操、ダンス、研修、会議、趣
味サークルなど多様な活動に対応可能な諸室と
して計画しました。可動間仕切りにより、用途
や利用人数に応じた分割利用および一体利用が
可能な計画としています。

〇練習室
浮き構造を採用し、音や振動の伝播を抑制する
ことで周辺環境への影響に配慮した空間として
います。日常の練習利用に加え、本番前のリハー
サルにも対応可能な諸室として計画しました。
なお、必要に応じて会議室としての利用も可能
な構成としています。

〇多目的ホール
講演会、式典、発表会など多様な用途に対応で
きる本施設の中心的な空間として計画しまし
た。客席は約 400 席を確保し、収納式移動観
覧席およびスタッキングチェアを採用しまし
た。これにより平土間利用も可能となり、軽運
動や各種活動など多様な利用に対応できる構成
としています。
また、災害時には、長期避難で約 150 ～ 200 人、
一時避難で約 400 人の受け入れが可能となる
計画としました。

〇和室
畳敷きの空間として整備し、地域の文化活動や
交流、会議や講座など、さまざまな用途に利用
できる計画としました。

〇トイレ
施設内のどこからでも利用しやすいよう分散配
置とし、利用人数に応じて算出した機器数を設
けることで、イベント時の混雑緩和にも配慮し
ました。
オストメイト対応の多目的トイレを整備すると
ともに、一般トイレにはベビーチェアや幼児用
小便器を設置し、誰もが安心して利用できるよ
う配慮しました。

〇会議室
可動間仕切りによる分割や一体利用が可能な設えとし
ているため、利用形態に応じた利用が可能な計画とし
ました。

〇コワーキングスペース
仕事や学習、読書など、静かな環境での利用を想定したス
ペースとしました。

一般書架スペース 親子読書スペース

児童書架スペース



〇ホワイエ (2)
ランニングコースから直接出入り可能な配置
とし、日常的な立ち寄り利用を促す空間とし
て計画しました。ベンチを設けることで、自
然環境を感じながらの学習や読書など多様な
滞在利用に対応しています。催事時には多目
的ホールへの直接動線を確保し、円滑な利用
が可能な計画としました。

〇多目的室
乳幼児連れの利用者や、静穏な環境を必要と
する利用者など、周囲への配慮を要する利用
に対応可能な諸室として計画しました。

〇ランニングコース
広場から施設 2階レベルへ緩やかに接続する回遊動
線を整備し、日常的な運動や健康づくりに資する外
部空間として計画しました。外構と建築を一体的に
計画することで、周辺の自然環境と調和した景観形
成を図っています。



〇排煙機械室
多目的ホール内の排煙を行うための機械室を 3F レベルに
設ける必要があり、3階建の施設となっている。





（※1）アイストップ：人の視線が自然と集まり、場所の目印や印象的な景観　　
　　　　　　　　　　　のポイントとなる建物や空間のこと。





多目的ホール 多目的ホール（平土間利用）

図書室・飲食スペース エントランスホール




